
社会福祉法人 雲柱社

2009（平成 21）年度 事業計画
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2009年度　雲柱社　児童館ブロック事業計画

　
児
童
館
ブ
ロ
ッ
ク

　
事
業
目
標

＜１＞事業計画 児童館名　フレンドリープラザ文花児童館 施設長名　山口　修

子育て支援活動（乳幼児・親） 幼稚園児を対象とした活動 学童クラブ 小学生を対象とした活動 中高生を対象とした活動

活
動
目
標

子育て中のお母さんたちが、子育ての喜びや
不安と向き合い、子育てを通してウェルビーイ
ングが達成されることを目指す。
そのため、以下の点に留意をする。

○お母さん方が気兼ねなく話をしたり、情
　報を交換したり友だちつくる場となる。
○子どもたちの成長を喜び合う場となる。
○地域に子育ての共助の輪を広げる。
○子育てに有効な情報を提供する。
○地域内で利用できるサービスの充実。

幼稚園児の心身の発達を促す諸活動を行う。
特に、心身の調節機能を高めるためのカリ
キュラムや、社会的有用感の基礎となる生活
体験の導入を念頭に置いた活動を行う。
基本的な活動内容は、以下のとおり。

全ての子どもが、楽しく、安全に過ごし、保護
者が安心して就労できるように援助する。ま
た、関わる人たちが協力してクラブの活動を
作る。
そのため、以下の点に留意をする。
○子どもたちにとって、家庭に代わる安全な
場となる。
○子どもたちが安心して、楽しく過ごすことの
できる場となる。
○ひとつの集団として、遊び、友達の関係を
広げ、生活体験を豊かにする。
○困難状況にある子ども、家庭に必要な援助
を行う。

子どもたちにとって、居心地のよい環境づくり
を土台にしつつ、小学生にとって必要な体験
の機会を設け、心身の発達と情操の育ちを支
援する。特に、体力の増進と社会性の涵養を
促す。
そのため、以下の点に留意する。
○子どもたちが創意工夫できるような活動を
運動、文化の両面で展開する。
○体育室活動を活性化する。
○野外活動を積極的に展開する。
○地域における子ども社会の再生を目指し、
縦のつながりを意識した活動を展開する。

思春期の子どもたちにとって必要である、人
格的な交流ができる場を目指す。
そのため、以下の点に留意する。

○健全な余暇活動の実施。
○子ども同士の交流を広げ、進める。
○自己発揮の機会を作る。
○ボランティア活動を通して、社会参加の機
会を作る。
○イベント作りなどを通して、協働の機会を作
る。
○読書会などを通して、世界の出来事や歴史
を知る機会を作る。

活
動
の
内
容
・
行
事
等

＜グループ活動＞
・０歳児（パンダクラス）…　毎週火曜日
　　　　　　（参加者に応じて、２クラスに分
　　　　　　　ける）
・１歳児（うさぎクラス）…毎週木曜日
・２歳児（こあらクラス）　…毎週金曜日
　活動時間…１０：３０～１１：３０
　クラス終了後、１３時まで２Fを開放
＜子育てグループの活動支援＞
・３歳児を保護者を対象にグループ作りと活動を支
援する。　…　毎週月曜日１０：３０～１１：３０
＜幼児一時預かり＞
・保護者のレスパイト（休息・息抜き）のために、幼
児の一時預かりを行う。（５月１１日より）
・対象　１～３歳児　　・受入人数　２名
・曜日および時間　月～金曜日　午前９時～１２時
・利用者負担　５００円／１時間
＜子育て講座＞
・年間３回　育児の参考となる講演やワークショッ
プを行う。
＜日常活動＞
・幼児室…安全、衛生面等の環境整備に努る。
・プレイルーム…お母さん方、子どもたちの交流の
場として開放。
　　　　　　　　　　時間…１０：００～１３：００
　　　　　　　　　　曜日…月曜日
＜年間行事＞
・各クラス遠足　・運動会　・劇団公演　・クリスマス
会
・乳幼児まつり　・子育て講座（年３回）

＜設定活動＞
・ちびっ子…　毎週月・火・木・金曜日　午後２時半
～３時半　内容：運動遊び、集団遊び、スポーツ等
・以下のプログラムはちびっ子の時間に行う。
・ちびっ子映画会（隔月１回）
・ちびっ子おはなしタイム（隔月１回）
・ちびっ子ミュージックタイム（月１回）
・ちびっ子製作タイム（月１回）
・トランポリン（月１回）

＜年間行事＞
・遠足　・クリスマス会

＜定員＞　定員６０名（今年度は、８５名程度
の登録児童数で開始）

＜育成時間＞
　　・通常…下校時間～１７：００
　　・延長…１７：００～１９：００
　　・学校休業日…８：３０～

＜年間行事＞
　　・入会式
　　・親子遠足、ハイキング
　　・お出かけ
　　・お別れ会
　　・誕生会

＜その他＞
　　・お便りの発行（月１回）
　

＜低学年フレンドリークラブ　１～２年生＞
　　・学年別、年３期に分けて定例活動
　　（各学年週１回）
　　・ハイキング、キャンプ、デイキャンプ
＜フレンドリークラブ子ども会議３～６年＞
　　・活動日…毎週水・土曜日
　　　　　　　　　５：００～６：００
　　スポーツ、お菓子作り、イベントの準
　　備、テーマに沿った話し合い等を行う
　　・ボランティア活動
　　・キャンプ、ハイキング、デイキャンプ
<スポーツ活動＞
　　・設定スポーツ　週４回
　　・スポーツ大会　月１回
＜文化部門＞
　　映画会、工作、手芸、お話の時間、
　　うたの時間
＜クッキングクラブ＞
　　月２回
　　今年度は食育にも着目し、保護者への働
きかけも行う。
＜年間行事＞
　　こどもの日、えんにち、クリスマス、
　　餅つき、ポイントラリー、合宿

＜中学生フレンドリークラブ＞
　　・１９時までは自由来館
　　・１９時以降　月、木、金
　　　　　　…学習会活動、各種スポーツ
　　・子ども会議（トーキングタイム）
　　・お菓子作り
　　・スポーツ大会
　　・合宿
　　・体験学習キャンプ
　　・キャンプ、デイキャンプ、ハイキング等の
野外
　　　活動
　
　※高校生は、中学生と合同で活動を
　　　行う。

＜音楽室活動＞
　　・中高生のバンド活動の支援
　　　　　　…音楽室の貸出し、機材の整備
　　・年2回コンサートの開催
 

　児童館事業ブロック
1. 私たちは、みんなの居場所となる児童館を目指します｡
2. 私たちは、子どもたちが多くの人と出会い、遊びや行事などへの参加を通して社会力を培う児童館を目指します｡
3. 私たちは、子どもたちやその家族が抱えている問題を受け止め、共に担う児童館を目指します｡
4. 私たちは、世界の人たちと共に生きるための学習や異文化体験、ボランティア活動などに取り組む児童館を目指します｡
5. 私たちは、子どもたちが平和を愛し、差別や偏見に立ち向かう力を育む児童館を目指します｡
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・私たちは、みんなの居場所となる児童館を目指します。 ・私たちは、世界の人たちと共に生きるための学習や異文化体験、ボランティア活動などに取り組 児童館名

・私たちは、子どもたちが多くの人と出会い、遊びや行事などへの参加を通じて社会力を 狛江市立岩戸児童センター

　培う児童館を目指します。 狛江市子ども家庭支援センター

・私たちは、子どもたちやその家族が抱えている問題を受け止め、共に担う児童館を目指します。 施設長名　佐藤　洋子

学童クラブ 小学生を対象とした活動 中・高校生を対象とした活動 ＜２＞職員構成

・さまざまな生活背景を持つ子ども ・自由来館児童を積極的に受け入れる。 ・中高生の積極的受け入れ ・センター長　佐藤　洋子

　を受け止めながら、児童が安心して過ごせ ・日常活動を大切にし、地域の子どもたちの ・自主企画プログラムのサポート ・リーダー　坪田　潤一郎

　る場所となる。 　居場所となるよう丁寧な受け入れをする。 ・中高生ボランティア活動の促進 ・子ども家庭支援センター担当職員

・自由な遊びの時間を通じて児童の心と体の ・児童センターを中心とした異年齢、異世代 　社会参加の場となる。 　　　　　　宮内友紀、日下美恵子

　成長を促す。 　間の交流をはかる。 ・地域のボランティアを募り音楽活動を通じ ・学童クラブ担当職員

・児童と児童、児童と職員間の交流を通じて ・スポーツ・児童文化等に親しむ場、 　様々な体験ができる場とする。 　　　　　　加藤麻衣・篠原光太郎

　人格の交流をもつ。 　生活スキルを学ぶ場となる。 ・児童館担当職員

・児童センターとの併設を活かし、異年齢 ・地域交流活動を積極的に取り入れ、地域に 　　低学年　高田智也　篠原光太郎

　集団での人間関係を学ぶ。 　根ずき、発信する児童館を目指す。 　　高学年　木村香奈子

班活動を通じての生活体験 中高生タイム（月～土６：００～７：００） 　　中高生　坪田潤一郎

学童児独自の活動実施（センター合宿、遠足、料理など） 中高生スペシャルタイム(月１回スポーツ大会など)＜３＞研修

親子参加の活動や保護者向け活動 中高生音楽グループ活動（月2回） ・職場内研修

親子ごはん会、カフェ、行事の保護者ボランティア募集 中高生センター合宿 ・児童館ブロック研修

定員　概ね５０名（２００８年度は３９名） 『音魂』ライブ ・法人研修

　　　内障がい児４名 オーバーナイトハイク ・外部研修

自習室

　・年齢別親子講座 対象　　　小学１年生～６年生

＜４＞その他

・乳幼児と保護者の安心した居場所となる。

・保護者が保護者同士や異世代間の交流を持ち、視野を
広げる場となる。

　ソーシャルワークの視点に立つ相談、支援サービス実
施する。

①利用者のニーズに丁寧に応えることのできる、専門性をもった職員集団を目指す。

・支援センターとして関係機関とのネットワークを形成
し、

　虐待の予防・防止対策に取り組んでいく。

・利用者との関わりや、相談事業を充実させる

　（お母さんの自主プログラム実施、グループ懇談や参
加型講座）

つどいの場提供事業

　　・よちよちクラブ（１才親子活動）

　む児童館を目指します。

２００９年度　雲柱社　児童館ブロック事業計画

児童館ブロック

事業目標 ・私たちは、子どもたちが平和を愛し、差別や偏見に立ち向かう力を育む児童館を目指し
ます。

＜１＞事業計画

　　・幼児食教室

子育て啓発事業

　　・ねんね赤ちゃんプレイルーム　　

　　・わんぱくプレイルーム

活
動
目
標

活
動
の
内
容
・
行
事
等
　
　
　
重
点
課
題

　

子育てひろば事業

・地域に存在する子ども家庭支援システムと、有機的な
協力体制を構築し、

子育て相談事業（プレイルーム開放　９：００～１８：００）

全体業務・行事　図書室開放、図書貸出、縁日、餅つき、ハロウィン、クリスマス、音楽会、たんぽぽ・ロッキーマーケット、他

②他機関との連携とともに、センターの独自性を活かし地域にあって喜ばれる施設となる。

③各事業の目的をはっきりと持ち、内容の充実をはかり、日常活動を活性化させる。利用者との共感関係をもち、センターから地域の子ども文化や子育て情報を発信する。

　　・とっとこクラブ（２才親子活動）

《日常プログラム》
スポーツタイム　スポーツ大会　卓球教室
低学年・高学年タイム　ビデオシアター　映画会
おはなし会　アトリエ　工作タイム　料理教室
折り紙教室　未来キッズ　スタッフタイム
夏休みプログラム　出張児童館　音楽教室

《組織活動》
1年生ロッキークラブ　2・3年生ロッキークラブ
高学年ロッキークラブ
《行事》
1年生歓迎会　デイキャンプ　センター合宿
えんにち　サマーキャンプ　オーバーナイトハイ
ク　ファミリースポーツデー　雪国家族キャンプ
ロッキーマーケット

育成時間　通常下校時～１９：００
休校日　　　８：３０～１９：００
延長保育　１９：００～２０：００
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　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年度（平成21年度）事業計画書
　　　施設名：狛江市子ども家庭支援センター

　　　記入者：佐藤　洋子

１．子ども虐待防止対策事業　 雲柱社子ども家庭支援センター事業目標「共に生きる･共に育てる」

・虐待通告・相談の窓口：市担当課と共に第一の窓口を担う。必要に応じて情報収集し、協議のうえ、 １．私たちは、地域の子どもとその家族一人ひとりが、神に愛され、生かされているという視点に立って、事業を行います

　　　　　　　　　　　　　　　　　関係機関を召集・サービス提供・指導・訪問などを適宜行う。 ２．私たちは、地域の子どもとその家族一人ひとりの人格と個性を尊重し、子どもたちが心身ともに健やかに育つまちや社会をつくることを目ざします

・見守りサポート事業：児童相談所と連携し、虐待家庭等に対して、訪問・サービスの活用等の支援を行う。 3．私たちは、センターがそこに集うすべての子どもと大人にとって、安全で安心、大切にされていると感じることのできる場となるよう、日々努力します

・虐待防止支援訪問事業：健康支援課・保健所等の関係機関と連携し、虐待を未然に防止するために訪 ４．私たちは、地域の子どもとその家族が抱える問題を受け止め、よりよい解決にむかえるよう、専門性に基づき対応します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問等を行う。 ５．私たちは、地域の人々や他の専門機関と連携して、子どもとその家族のニーズにあわせて、必要な支援を行うことに努めます

・育児支援ヘルパー事業：要支援家庭のための産前・産後支援ヘルパー派遣 目標

・在宅サービス基盤整備事業：養育家庭の普及に努め、体験発表会の開催 ･乳幼児と保護者の安心した居場所となる

２．地域組織化事業 ･保護者が保護者同士や異世代間の交流を持ち、視野を広げる場となる

・ふれあいタイム・わくわくwork・子ども服リサイクル・ファミリーＤＡＹ・中川さんと話そう・誕生日会・他 ・地域に存在する子ども家庭支援システムと、有機的な協力体制を構築し、ソーシャルワークの視点に立つ相談、支援サービスを実施する

・あそびの広場（学童保育室の午前中を利用して）出張事業≪市内２ケ所各月１回遊びや体操の提供・相談≫ 岩戸児童センターと共有の重点課題

３．子育て相談事業 ①利用者のニーズに丁寧に応えることのできる、専門性をもった職員集団を目指す

・ひろば相談・面接相談・電話相談･FAX,メール相談・専門相談（あいとぴあ出張育児相談） ②他機関との連携とともに、センターの独自性を活かし地域にあって喜ばれる施設となる

４．サービス提供事業 ③各事業の目的をはっきりと持ち、内容の充実をはかり、日常活動を活性化させる。　利用者と共感関係をもち、センターから地域の子ども文化や

・一時保育・ショートステイ･育児支援ヘルパー 　子育情報をを発信する

５．情報提供 方針

・地域子育て情報の提供・ホームページでの情報発信・リサイクル情報・たんぽぽ通信 。先駆型センターとして関係機関とのネットワークを形成し虐待の予防・防止対策に取り組んでいく

６．ネットワーク、人材育成 ・乳幼児と保護者の安心した居場所となり、保護者同士がが交流をもち視野をひろげる場となる

・各専門機関の担当者との連携強化・運営協議会開催・専門職ボランティアの登用 ・利用者との関わりや、相談事業を充実させる（お母さんの自主プログラム実施、グループ懇談や参加型講座）

・研修強化（相談員研修、スーパーバイザー依頼、ボランティア会議定期開催） センター長　　　　　1名　佐藤　洋子（岩戸児童センター長との兼務）

７．児童センターとの連携 支援ワーカー　　　2名　宮内友紀　日下美恵子　　非常勤支援ワーカー　１名　鈴木ゆずる　　

・未来キッズ（学童クラブ児～小学校高学年児～中学生）の広場での受け入れ 専門相談員（子ども家庭支援ワーカが兼務）　２名　花岡敦子　中尾由美子　　

･よちよちクラブ（1歳親子）・とっとこクラブ（2歳親子）活動～児童館職員と遊ぼう 地域活動ワーカー　１名　柏森幸子　　　スーパーバイザー　　龍野陽子（子どもの虐待防止センター）

・地域に存在する子ども家庭支援システムと協力体制を構築し、ケースマネジメント手法を用いた支 虐待対策ワーカー　１名　秋山愛美　　　ミーティングアドバイザー　神田冨美子（年６回）　　

　援を行う ふれあいの音楽会、水遊び

・市担当課との役割分担、連絡調整の明確化 おいもほり、ハロウィン、　もちつき

・子育て相談、虐待に関する相談、通告に対して、必要に応じて関係機関を召集してケース検討会議を行う クリスマス

・子ども家庭支援ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）おいて、支援センターの役割を果たす ・子どもの虐待防止センター主催の研修　・東京都精神福祉保健センター研修

･明るく清潔で家庭的な安心して楽しく過ごせるよう環境つくりを工夫していく。 ・子ども家庭支援センター研究会

・ボランティアや利用者参加による環境整備（０から３歳の子どもたちが、好きな遊びを見つけて、十分楽しめる場) ・東京都（福祉保健局･衛生局）主催の研修

・玩具、絵本、育児家事用図書の充実、室内清掃、玩具の消毒 ・法人研修(支援センターブロック全体研修、相談研修）他

・エアコン整備、加湿器管理、電気工事、危険物の点検の徹底

事
業
の
内
容
と
展
開

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

事
業
の
展
開

環
境
整
備
・

修
繕
等

事
業
目
標
・
方
針
と
展
開

職
員
構
成

主
な
行
事

主
な
研
修
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〈1〉　事業計画 児童館名　 狛江市立　和泉児童館

施設長名　 植松牧人

・お母さん同士の交流の場に、 〈２〉　職員構成
・子供同士の成長を喜び合う場に ・館長　 植松　牧人

・子供たちが生き生きと遊べる場に ・児童厚生員

・お母さんがホッとできる場に 齋藤　幸子 嘉数　知帆

金蔵　大輔 斎藤　絵里

・グループ活動 ・入室式 ●グループ活動 ・歓迎会 ・中高生タイムの実施

0歳　　こぱんだ ・歓迎会 　　1年 ・入学前新1年生歓迎会 ・スポーツ活動

・会員の登録、 0歳　　　　ぱんだ ・館内合宿 　　2･3年 ・ディキャンプ ・余暇利用

・会員の啓発 １歳　　　こうさぎ ・親子との昼食会 　　高学年 ・低学年 〈３〉　研修
・会員の援助活動の調整 １歳　　　　うさぎ ・誕生会 　　音楽サークル ・高学年タイム ・施設内研修
・サポート会員の講習 2･3歳　　こあら ・手作りおやつ 　　陶芸教室 ・アニメ会 　・月毎の活動 ・児童館ブロック研修
・会員同士の交流会 ・講師 ・昼食会 　　折り紙教室 ・一輪車検定 ・学習スペースの提供 ･法人研修
・会員のトラブルへの助言 〇リトミック ・ディキャンプ ・スポーツ大会 ・所属する自治体の研修
・通信を発行すること 〇折り紙教室 ・懇談会年3回 ・昼食会 ・その他の研修
・ステップアップ交流 〇栄養士会によるゼミナール ・個人面談 ・おやつづくり

・小金井ファミサポ連絡会 〇ベビーオイルマッサージ ・アンケート ・館内合宿　低・高

〇わらべ歌と読み聞かせ ・説明会

　・お別れ遠足 　・だがしや ・オーバーナイト

・わんぱくタイム ・雪国体験

・人形劇 ・猪苗代湖キャンプ

・運動会

相談員の配置 ・代々木フェスタ

・ドッヂフェスタ

・あさひ体験学習キャンプ

クリスマス会 クリスマス会 クリスマス会 クリスマス会

バザー

流しそうめん

焼き芋

小学生を対象とした活動

・任意利用者を積極的に受け入れる。
・スポーツ・児童文化などに親しむ場。生
活スキルを学ぶ場となる。

●他館との合同行事

●児童館Ｂ合同行事

中高生を対象
とした活動

活
動
目
標

ファミリーディ（子育て体験ボランティア）

ファミリー・サポート
センター事業

　・ボランティアの積極的受
け入れと育成

　お母さんの　託児つき企画

かがわ学園のガイドヘルパー資格

2009年度　雲柱社　児童館ブロック事業計画

　市民が主体的に行う一時保育
などの育児に関する相互活動。
その活動を支援することにより、
市民が仕事と育児を両立する環
境を整備するとともに、地域の子
育て支援を行い、市民の福祉の
増進、および児童の福祉の向上
を図ることを目的とする

・サポート会員と援助会員のそ
れぞれの募集、説明会

・ひとり親や障碍児などさまざ
まなハンディキャップを持つ子
供と親を受け止めながら、児
童が安心して過ごせる場所と
なる。
・自由な遊びの時間を通じて
児童の心と体の成長を促す。
・児童と職員間の交流を通じ
て人格交流をもつ。
・併設型を生かして、異年齢
集団での人間関係を学ぶ

・任意利用児童の積極的受
入れ。
・ボランティアを中心とした活
動へのサポート。

子育て支援活動
小学生クラブ（学
童）

活
動
内
容
・
行
事
等

餅つき
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活
動
目
標

活
動
内
容
・
行
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　児童館名：上池台児童館

　施設長名：小暮　緑

　
＜２＞職員構成
　
　　館　長　　　　　　小暮　　　緑

　　リーダー　　　　　松元　新

　　児童厚生員　　　黒澤　　樹里
　　　　　　　　　　　　 佐藤　　あゆ
　　　　　　　　　　　　 加々美　彩子
　　　　　　　　　　　　 伊藤　　祐樹
　　　　　　　　　　　　 中　友里子
　　　　　　　　　　　　 鈴木　健悟

＜３＞研修

　・職員研修
　・ブロック内研修
　・法人研修
　・その他外部研修

＜４＞その他

　・大田区子ども支援センター
　との連携
　
　・その他機関との連携

　・「大田区すくすくネット」
　　児童館を中心とした子育て
　　支援プラン

○乳幼児を持つお母さん方の悩みや不安を
　共有しサポートしていく。

○子ども達の成長を共に見守り、喜ぶ。

○親子で楽しみ、共に作り上げる参加型の
　活動を展開する。
　
○お母さん、子どもたちがほっと過ごせる
　場となる。

○保健センターなど地域の社会資源を調べ、
　連携をはかる。

○自分を見つめ、他者に思いを馳せる力を育
む
　
○組織活動、行事（自然体験）、日常活動を
　３本の柱として事業を展開する。

○集団遊びを通じて、子ども達が色々な経験
　・体験となる。
　
○社会性、協調性を体験的に学ぶ。

○自分を見つめ、他者に思いを馳せる力を育
む
　
○組織活動、行事（自然体験）、日常活動を
　３本の柱として事業を展開する。

○集団遊びを通じて、子ども達が色々な経験
　・体験の場となる。
　
○社会性、協調性を体験的に学ぶ。

　・私たちは、みんなの居場所となる児童館をめざします。
　・私たちは、子どもたちが多くの人と出会い、遊びや行事などへの参加を通して社会力を培う児童館を目指します。
　・私たちは、子どもたちやその家庭が抱えている問題を受け止め、共に担う児童館を目指します。
　・私たちは、世界の人たちと共に生きるための学習や異文化体験、ボランティア活動などに取り組む児童館を目指します。
　・私たちは、子どもたちが平和を愛し、差別や偏見にたち向かう　力を育む児童館を目指します。

○中高生の居場所となる。

中高生を対象とした活動

２００９年度　雲柱社　児童館ブロック事業計画

　＜１＞事業計画

・小学校時代来館していた子どもたちが継続し
て
　来館するようになっている。１９時まで利用す
る
　子どもたちも多くなり、新たな活動の展開が
　可能な状況になりつつある。
　さらに子どもたちとの関係を深め、
　子どもたちとプログラムを立ち上げる方向に
　向かっていきたい。

・中学生タイムを設ける。１８：００～１９：００

・児童館プログラムへのボランティアとしての
　参加呼びかけ。

子育て支援活動（乳幼児） 学童クラブ 小学生を対象とした活動

＜グループ活動＞
　・いちごクラス（０歳児）A/B…　毎週火曜日
　・さくらんぼクラス（１歳児）A/B…毎週木曜日
　・りんごクラス（２，３歳児）A/B…毎週金曜日
　・こいちごクラス（０歳児低月齢）
　　　　　　　　…１０月より開始毎週火曜日（午後）

＜日常活動＞
　・ファミリールーム…環境整備に努める
　・わいわいルーム
　　　　…３階をお母さん方、子どもたちの交流の場
　　　　として開放する。
　　　　未就園児…月、土曜日１０：００～１４：００
　　　　　　　　　　　水曜日１０：００～１１：３０
　　　　幼稚園児…水曜日１１：３０～１４：００

＜その他プログラム＞
　・なつまつり
　・夏休みプログラム
　・運動会
　・クリスマス会
　・ベビー服リサイクル（年3回）
　・お父さんと遊ぼう
　・お母さん向け講座の開催
　・幼稚園生プログラム

　○２００９年度も引き続き、他機関との連携を深め
　　母親講座等を、計画的に行なう。
　○地域に出て行き、地域のニーズを探る。
　○教室活動ではなく、児童館ならではの活動を
　　展開する。

＜定員＞　9０名

＜育成時間＞
　　・通常…下校時間～１７：００
　　・延長…１７：００～１９：００
　　・学校休業日…８：３０～

＜年間行事＞
　　・４月…入室式
　　・６月…個人面談
　　・７、８月…夏やすみプログラム
　　・１０月…外出
　　・１１月…個人面談
　　・１月…たこあげ
　　・３月…遠足

＜その他プログラム＞
　　・誕生会
　　・駄菓子屋さん
　　・お楽しみ会
　　・お店屋さんごっこ
　　・ロッカー掃除
　　・外遊び（近隣の公園・中庭）
　
＜その他＞
　　・お便りの発行（月１回）
　　・縦割りのグループ活動と共に、
　　　同学年横のつながりも大切にする。
　　・保護者との関係、保護者同士の関
　　　係を深めるため、夕食会を行なう。
　

＜低学年活動　だいだらぼっち　１～３年生＞
　　・学年別、グループ活動
　　・ハイキング、キャンプ
　
＜高学年活動＞
　　・２００９年度より緩やかなグループ活動を開始
する。
　　・月に４回ほど活動日を設定し、幅広い体験の場
を
　　　子どもたちに提供する。
　　・磯遊び、サマーキャンプ等の野外活動を行う。
<スポーツ活動＞
　　各種スポーツ大会

＜文化部門＞
　　手芸教室、手作り教室、お話しの会
　　図書活動の充実

＜年間行事＞
　　こどもの日、なつまつり、クリスマス、
　　焼き芋の会、冬まつり

○２００９年度は高学年活動に重点を置く。
　低学年から事業のつながりを持たせる。
○児童館ならではのプログラムを企画し、
　子ども時代の体験の場を提供する。
○世界の子どもたちについて学ぶ「STEP」活動は、
　各グループ活動の中継続して行う。
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1 　ひろば事業 1 　地域の子どもとその家族一人ひとりが神に愛され、生かされているという事実に立って事業を行なう。
○談話室を使った遊びのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの提供　　○cafè　　○ＫＧママ（母グループの自主企画運営、お店屋さんご 2 　地域の子どもとその家族一人ひとりの人格と個性を尊重し、子どもたちが心身共に健やかに育つ
○大人用本貸し出し　○NPOおもちゃﾗｲﾌﾞﾗﾘｰとの連携・出張ひろば　　○子供服リサイクル まちや社会を作ることを目指す。

2 　相談事業
○電話相談　　○面接相談　　○ひろばでの相談　　○FAX相談　○おしゃべりティータイム

3 　体験学習事業 (ボランティア及び会員募集⇒活動⇒研修⇒交流⇒地域に戻るというシステム作り）
○グループﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（1歳４ｸﾞﾙｰﾌﾟ：月1回×５）　○ミニ講座（助産師その他）
○０歳児の会　　○母親グループ（ﾊｲﾘｽｸｹｰｽ：月1回×2ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
○カルガモ教室（10ヶ月～1歳2ヶ月：月1回）　○エンジェル教室（5ヶ月児：月2回） ○スタッフがコミュニケーションの大切さを認識し、理念を伝える言葉を持つ。
○シニア向け異世代交流講座（年１回） 3

4 情報提供事業
○センター通信　　　○ホームページ　　○月の予定表　　○掲示等による地域、子育て、リサイクル情報の掲

5 　自主サークル支援　　　
○虐待防止を目的としたﾊｲﾘｽｸ家庭のための自主サークル支援（多胎児の会）

6 　ネットワーク、人材育成事業
○ボランティア募集と育成（募集・活動のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ・交流、研修、社協・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰとの連携） 4
○ファミリー･サポート・センターとの連携（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講習）

7 　ファミリー・サポート・センター事業
○協力会員の募集及び講習開催　　○依頼会員の募集及び説明会開催　　○会員相互の交流会
○援助活動の促進及び協力会員、依頼会員へのサポート　　 ○職場内研修を通して、話の聴き方、子どもの発達の理解、グループのファシリテーターの役割を学ぶ。
○子ども家庭支援ｾﾝﾀｰとの連携事業（上記） 5 　地域の人々や他の専門機関と連携して子どもとその家族のニーズに合わせて必要な支援を行う。
○協力会員の資質向上（研修・子ども家庭支援ｾﾝﾀｰ事業での保育等） ○民間施設なりのアプローチの仕方で、フェィスｔｏフェィスを大切にし関係を築いていく。
○センター活動の周知及び協力会員募集のための地域説明会（民生委員対象）

1 保育園との連携強化
2 子ども家庭支援センター要保護児童対応職員との役割分担・連携強化
3 ファミリー・サポート・センターとの連携強化（目標の共有化） 子ども家庭支援センター ファミリーサポートセンター
4 ＮＰＯとの連携（研修、出張ひろば、ケースの連携） 　○責任者 宮澤陽子 　○センター長 宮澤陽子
5 児童館・社協・ボランティアセンター・学芸大学との連携事業 　○子育て支援ワーカー 名取知子･南部真紀 　○ アドバイザー本多真理・榎本香
6 保健ｾﾝﾀｰｹｰｽの共有と受け皿 非常勤 神宮由美子
7 各関係機関とのｹｰｽ、事業に応じた連携 　　
8 市内子ども関連団体との連携及びｻﾎﾟｰﾄ

○ 遊具、環境改善  ○定期的な安全･衛生点検（マニュアル作成）　　○大人用貸し出し図書の充実･整備
○ 室温、湿度管理　　○掲示物の整理（内容、掲示の仕方）　　○季節を感じる環境づくり

　　○東京都（福祉局、衛生局主催研修各種
○東京都子ども家庭支援ｾﾝﾀｰ自主研究会

　　○スーパーバイザーとのケース検討、研修
南部　真紀　非常勤⇒常勤 ○法人研修　　　　　○施設内研修

人
事

採
用

環
境
整
備

修
繕

小金井市ファミリー･サポート･センター
小金井市子ども家庭支援センター

施設名　：

○ひろばやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑまたファミリーサポートセンターをつかった場で孤立感を持つ親子の存在に気付き、
その孤立感を和らげられるような関わりができるよう努力する。

○異世代交流や利用者同士の交流の場を意識的に作るようにし、親と子という狭い世界だけでなく、
広い関係性の中で子どもたちが育つことの大切さを伝えていく。

センターがそこに集うすべての子どもと大人にとって安全で安心、大切にされていると感じることの
できる場となるよう日々努力する。

○子ども家庭支援センターやファミリーサポートセンターの各事業につながりを持たせ、支援方針を
持ってサポートしていく。

季節の行事（お楽しみの時間、ミニ講座を使って）

２００９年（平成２１年）度　事業計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記入者：宮澤陽子

○子ども家庭支援ｾﾝﾀｰのボランティア育成とファミリーサポートセンターの協力会員養成の機能を
合わせ子育てのサポートができる人たちを地域に増やしていく。

主
な
研
修

事
業
の
内
容
と
展
開

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の

展
開

　
　
　
　
職
員
構
成

　
主
な
行
事

　
　
　
　
　
事
業
目
標
･
方
針
と
展
開

地域の子どもとその家族が抱える問題を受け止め、より良い解決に向かえるよう、専門性に基づき
対応します。
○利用者が何に困っていて、どうしたいと思っているのかを整理し自分たちの出来ることを提供していく。
そのために利用者の気持ちと自分自身の気持ちに敏感になれるよう振り返りを深めていく。

○巡回訪問で認可園との関係が、また連携事業で児童館や一部ＮＰＯとの関係が出来つつあり、相互
理解のもと、関係を深めていく。
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20

1

1

6,000
300,000
3,000
40,000

30,000
15,000
1 2
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5,000,000
300,000
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1
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(1)

(2)
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